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厚 生 補 導 委 員 会

発行 旭川医科大学教務部学生課

(題字は初代学長 山田守英氏)
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第19期 生 を送 るに あた って

皆 さん、学士学位 記取得d」めで と う。

6年 間 ・貫教育 を受 けられ、 今、学位記 を手 にさ

れた皆 さん、 また、 この間、慈愛 に満 ちた眼差 しで

兄守 って こられた父 兄の皆様 のお気持 に思 いを馳 せ

る時 、私 もまた、 まさに萬感 、胸 に迫 るもの があ り

ます。

この想 いは、全力を尽 くして今 日まで教育 に当た

って こられた全教官 に共通 した感慨 でもあ ります。

私 どもが、あ えて卒業式 とい う言葉 を使 わない理

由は、今 目とい う日は事の終 わりではな く、これか

ら皆 さんが直面す る 「医学の道」 の厳 しさを思 う時、

「寧業」 ではな くして、 「医療 人」 としての第一歩

に当た るか らで あ ります。

医学、医療 をめ ぐる環境 要件 は、 まことに険 しく

厳 しいものがあ ります。

まず、医師供給過剰の問題 があ ります。医師 が極

度 に不足 して、一・県 ・医 大構 想 に基づ いて、わが旭

川医科大学 も昭和48年 度 に、道民 の期待 を一身 に受

け、いわば衆望 を荷 っての登場 で あ りましたが、そ

れから20年 余を経 た今 日では、10年 後 には15,000人

の医師過 剰、30年 後 には26,000人 が過剰 とい う時代

を迎 えるに至ってお ります。

つ まり端的 に中 しrげ ます と、医師 といえども、

他の職業人 と同 じよ うに、激 しい 「競争社会」 に突

人 したことになります。

この よ うな、極 めて厳 しい社 会事象の中では、 ま

さに ・瞬 の油断 、些細 な齪賠 とい うもの が、医師 と

しての社会的生 命を、まさに一瞬 に して失 って しま

う局面が、いた るところにあ ります。

それ故 にこそ、医師ほ ど生涯 にわたる、いわゆる

「生涯学 習」 が強 く求め られている職業 は他 にない

のです。

医学 や医療の対象は、 人命であ ります か ら、当然

といえば'li然で あ りま しょう。

「21世紀 を目指 しての医学 ならびに医療懇談会」

で は、 その 「第 ・次報告」 と して、21世 紀 の国民の

命と健康 を守 る医療 人の育成 を目指 して と題 し、期

待 され る医師像 として、生涯 を通 して最新 の知識 ・

学 長 清 水 哲 也

技術 を学 習 し、多様 な情報 を自ら組 み合わせ、未知

の課題 を解決 してい く積極的 な姿 勢、医学 ・医療 の

全般 にわた る広 い視野 と高 い兄識、 人間性豊で暖 か

い気持 ちに満 ちあふ れ、生 命に対す る深 い畏 敬の念

を持 って患者や家族 との対話 を行 い、その心 を理解

し、患 者の立場 に立っ こと、自然科学 としての医学

を学 び取 るだ けではな く、医学 を支 える社会科学 な

どの周辺科学 に対す る知識 と深 い教 養を身につ ける

こと、 さらには地域医療 に関心 を寄せ、健康の保持 、

疾病 の予防 から社会復帰 に至 る、いわゆる包括医療

全般への 自覚 、医師 としての社会的責任 を自負 し、

社会の健 全な発展 に対 しての積極的 な貢献、 さらに

は医師は自 らの能 力の限 界を白覚 し、困難 な課題 に

直面 した際 には、適 当な医療機関への相談、転医 な

どの グループ診 療へ の整 合性 に富 む対応 、医療 に従

事す る 多岐 にわたる職種の医療人 と適 切に役割 分担

し、優 れた リーダー シップを発揮 す ることなどをあ

げてお ります。

「医の原点」、 「医 のこころ」 とは、人の 「いた

み」 をわが 「いたみ」 ととられることに他 な りませ

ん,,

病 に苫しむ方々のi悩 める心」 を、 「i'Yしむ身体1

を、皆 さんの豊 かな感性 と暖 かい手のひ らの 「ぬ く

も り」で、病苦 に さいなまれている人達 の 「こころ1

と 「からだ」 をしっかりと受 けとめ ることで あ りま

す、,

昨 丁4月 から本学 に1看 護学科」 が新設 され、本

でト4月 からは6階 建の 「看』護'コそ科1東1の 大li見小莫L・}重

が開始 され るは こびとな りました,、か くてわが大学

は、医師の 養成だけ といった片足 ・アちの状態 か ら、

看護指導 者の養成機能 を有す るに至 りま した.医 学

科、 看護学科の両学 科相 まコC、 「包括的医療1の

学習 が可能 なシ ステムが確 凱されっっ あ ります1皆

さんの健 斗を祈 一プC「 はなむ!1」 ♂)言醒といた しま

す
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第19期 生 の諸君 に感謝 します

卒業 おめで とう。私は この二年間 、学年担任 を務

めることがで きたことに感謝 しています。 その理 由

は、改 めて学生 と教官の関係 を考 えることが出来 た

からです。

子 をもって知 る親心 とい う言葉 があ ります。子 ど

もを育 てる うちに自然 に子 を想 う心 がめばえること

を指 しています。学年担任 を したお陰で 、学生 と教

官 との間にも親子 と同 じよ うな関係 があると気づ き

ま した。学生諸君 に とっては迷 惑だったかも しれま

せんが、私 にとっては嬉 しい ことで した。二年前、

学年担任 とはどんな もの かよ く判 らないままに引 き

受 けました。最初 の一年 は奨学 金の推薦状 を書 く、

交通事故 ・長期欠席 ・休学 などの相談 を受 ける、試

験の成績 をまとめ るな どで終 りま した。様子 が少 し

つつ判 るよ うになった頃 か ら、学生諸君 のこ とが妙

に心配 にな り、口 うるさいことを言 うよ うにな りま

した。怪我や病気 をしないで欲 しい、全員無事 に卒

業 して欲 しい、国家 試験 も突破 して欲 しい と願 う想

いが強 くなったことに吾 なが ら不思議 な気 が します。

学年担任 を引 き受け るまで は、卒業か ら医師免許獲

得 にいた る過程は学生 自身の責任 と考 えていま した。

理屈の上で はその通 りで すが、個 人的 な感情 はそ う

はいか ないことがよく判 りま した。今頃 になって気

がつ くのは一寸遅 す ぎると反省 してい ます。

さて、卒業す ると今度 は各 々目的の方向 に歩 き出

すことになります。学生時代の真面 目と一生懸命だ

けでは通用 しない世界に足 を踏み入れ ることにな り

ます。診療 、研究、教育 の どの分野 に進 むに して も、

なにがしかの結果 を出す こ とを要求 され ます。身近

な例 を挙げれば、患者 の診療 に当た っては正 しい診

断、適 切 な治療 が必要で あ り、治療効 果 を上 げ るこ

とが要求 されるのです。 その過 程 が満足 で きるもの

第6学年学年担当 奥 野 晃 正

か否 かについては、先輩 ・指導者の助 け を借 りつつ

も自分で判定 しなければな りません。残念です が、

われわれは しば しば誤 りを犯す ことを認 め ざるをえ

ませ ん。正 しい思 考 ・行動 を正 しい と判定 し、誤 り

を誤 りと認め確実 に修正す る努 力を重 ね るところに

進歩 があ ります。

疾患の治療 に満足で きないときは、診断治療 が適

切 であった か否かの検討 が必要 です。逆 に、疾 患の

治療 に満足で きる結果 が得 られても、必ず しも診断

や治療 が正 しかった とは限 りません。患者 の驚異的

な回復 力が幸い して良 い結 果 をえることは決 して稀

ではないからです。 したが って、結果の如何 にかか

わ らず常 に自分の思考 と行動 の過程 を再検討 する努

力 を重 ねなければな りません。 この ことは診療 に限

らず、研究、教育 につ いて も同 じことが言 えます。

私 は学生諸君 との対話の中で繰 り返 し 「真面 目と

一生懸命 を売 り物 に しないで欲 しい」 と言 って きま

した。 自己の思考 と行動の過程 を自己評価す ること

こそ大切で あ り、単純 にエ ネルギー をっ ぎ込 むこと

で満足 しないで欲 しい と考 えてい るか らです。

一教官 として私 の考 えと行動 が適切 であったか否

かの判定 につ いては、今後諸君の あげる成果 を参考

に自己評価す ることにします。 この よ うなことを考

えるきっかけを与 えて くれた諸君 に感謝 す るこ とが

お祝 いの言葉 になるもの と信 じます。

(小児科学講座 教授)
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バ ラ バ ラ。 何 と な く図 瀞館 に 来 て し ま う 人 は 、 既 に

『図 書 館 組 』 で あ る
。 溝 義 ・実 習 ・部 活 と い う派 閥

ら マ ニ ア な 学 術 論 争(特 にT氏 と筆 者)に 至 る ま で

活 発 な情 報 交 換 が な さ れ る,、 そ うす る こ と で 、 一・種

汀

だ

独

書 館 へ の 道
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第19期 卒業生 菊地 慶介

い きな り 「原稿 を書け」 との

お達 しがあった。私のよ うに、

大学 に残 らない人間 なら、形式

抜 きで好 きな事をtteける。も し、

その点 を狙 っての人選 な ら、な

か な か 目の 付 け ど こ ろ が 良 い 、、
ぬ 　ロ

さて 、唐突ではあ るが、私は図書館 の主 と して生

活 して きた。特 に、図書館特別利用 カー ドとい うア

イテムを人rし て以 来、私は まず ここに居 る(現 在

も図吾館 にて執筆中)。 今、欧州の どこぞに居 られ

るF氏 も、図書館 にて暮 らす とい う伝説 を創 られた

が、その点、私 も負 けてはいない、,図a:館 滞 在時間

は、本学開設以 未、私が トップで ある。何 故、これ

程 まで図 井館 に居続 けるのかとい うと、色 々な人間

が集まって きて楽 しいか らだ。特 に、夜。 これが重

要。夜の図書館 には、灯 に蛾 が集 まるが如 く、ハ ラ

ハラと人が集まる。 しか も、 その顔 触れた るや全然

性 が な い 辺 り 、 実 に意 義 深 い 。 こ こ で は 、 下 ネ タ か

特 の 連 帯 感 が っ く れ る の だ 。

今 で こ そ 、 図 書 館 は こ ん な に 賑 や か だ が 、 私 が 利

用 し始 め た 頃 は 、 人 が 少 な く静 か な 空 間 だ っ た 。 本

心 を 言 え ば 、 そ の 静 か な 世 界 で 本 を バ ラバ ラ め く っ

て い る の が 好 きで 、 図 書館 に 人 浸 っ て い た わ け だ が

最 近 は い つ も周 り に 人 が い て 、 そ うい う雰 囲 気 で は

な く な ・)た。 だ が 、 そ れ は そ れ で 、 ま た 良 い.寧 ろ

今 は 、 そ の 賑 や か さ に安 心 を 覚 え る。 我 な が ら 、 自

分 の 心 境 の 変 化 に 驚 い て い る 、,思 え ば 、 私 の 大 学 生

活 は 、 万事 、 図 書 館 と同 じだ ・,た、,一 人 に な る つ も

り が 、 い つ の 間 に か 人 の 中 一 だ が 、 そ ん な 生 活 も 、

満 更 、 悪 く は な い か … 、,今・は 、 そ う思 え る ∩

卒 業 す る と 、 こ こ の 図 陛 館 と は お 別 れ だ.感 傷 に

浸 るっ ‡1りは な い が 、 こ れ か ら 先 も 、 こ図 井 館 的 こ

ラ イ フ ス タ イ ル は 変 え な い っ も りで い る、
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卒業 を前に思 うこと

へ

第19期 卒業生 北村 展子

旭川医科大学 での大学生活の

6年 間 はあっとい う間 に過 ぎ、

も う少 し続 いて欲 しい と思 うく

らい、本当 に楽 しく充実 した 日

々 を送 ることが出来 ました。

入学当初 は、他 大学 との交流 がほとん どなく閉鎖

された環境で あることを知 って、暗 い気持 ちに なっ

たこともありま した。 しか し、たった600人 の学生

しかいない といって も、6年 も居 れば、先輩 ・後輩

沢 山の人 と知 り会 うことにな りま した。 この大学で

得 たものは、こ うした人達 との繋 が りです。同級生

はもちろん先輩 ・後輩 、大勢の人 と喜び を共有 した

り、励 まされた り、助 けられた りして きま した。現

在、卒業 し医師 として働 くこ とに様 々な不安 を感 じ

ています が、先輩の頑張 られている姿 を拝見 し、今

後 同輩後輩 もそれぞれの場所で活躍 して ゆ くのだろ

う事 を思 えば、何 とかやっていけそ うな気が してい

ます。

旭川の自然 に恵 まれた生活環境 も得 がたい ものの

1つ だった と思 います。冬 の寒 さが きび しい土地 で

はあ りますが、スキー部員 としてその雪 質の素晴 し

さを楽 しみま した。短 い夏 には緑 があちこちに溢 れ

表現 し難 い生命の充実感 に感動 した事 も多々 ありま

した。

旭 川医大 に物足 りない もの を感 じて辞めていって

しま う人 もいま したが、欠けているものば かり意識

して しまうので はな く、他 に無 い旭川の素晴 しい部

分に目を向ければ十二分に満足のいく学生生活を送れる

土地だ と、私 は自信 を持 って言 うことがで きます。

愛着のあ るこの土地 を去 るのは心寂 しく、残 念な

ことです 。 しか し、 そ う感 じるくらい素晴 しい 日々

を送 ることの出来た旭川医大 、そ して旭川 を誇 りに

思 えることが、また うれ しい事です。

今後 、大学 に入学 して くる誰 もが、他では体験 出

来 ない、ここに しかない充実 した生活 を送 って欲 し

いと考 えています。

冤辱晦儀紘τの卿"拶鷺踏み出すにあたって

第19期卒業生 丸山 直紀

大学生活を振返 ってみて色々

な事がありましたが、その中で

も特 に印象に残っている事 とい

えば、それは臨床実習において

ある医師に 「君は患者さんがこ

の疾患のために、どの よ うに不 自由 な生活 をしてい

て、苦 しみ悩 んで いるのか を考 えたことはあったの

か」 と指摘 された事です。実 を言 うと私 は 自分 の経

験 か らも以前か ら、人の心 と体の関係 には注 目して

いて精神状態 は時 に肉体 に大 きく影響 す るものであ

り、この事は常 に頭 に入 れておかなければ ならない

と思 ってはいま したが、実際 には医学的知識 に基づ

く器質的病変 に しか目がいかず、何 に苦悩 し、 どう

した らそれが和 らぎ安心 しても らえるのだろ うとい

う精神的状態への配慮 とい うもの に欠 けていた とい

う事 に気づ きま した。 この事 は自分 に対 して強 く反

省の念 を促 した と同時 に、では具体 的 にど うす れば

人 々のために本当 に力になってあげ られる医師 にな

れ るので あろ うかと考 えさせ るもの とな りま した。

それか ら卒試 があり国試 に向 けて勉強 して いる現在

忘れかけていたので したが、この機会 に考えてみ ま

した。諸先生方 からみ ると何 ともお粗末 な もので あ

るか と思 います が、 まず医師 と して正確 に診断で き

るよ うに豊富 な医学的知識の獲得 を目指 す と共 に、

周囲の人 と調和 して明 るく優 しい雰囲気 を醸 し出 し、

人の気持 ちを常 に考 えることがで きるよ うにな らな

くてはいけないと思 い ます。 しか し考 えてみ ると自

分は 自分だけの狭い世 界 を作 り、包容 力のあ る人間

性 を築 きあげよ うと努力 してこなかったのが残念で

なりませ ん。 けれども自分 にはまだ まだ これか らの

長い人生 があるので、今後 は人間性 を研 き、一 日一

口前進す るよ うに心が けて、この先待 ち構 えてい る

試練 も逆 に感謝の気持 ちをもって受 け止 めて、頑張

ってい きたいと思い ます。 そ うすれ ば自分 もいっ か

多 くの人 のため に役立て る医師 になれるよ うな気 が

す るのです。
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退官 にあたって

精神医学講座

北 大医学部 を卒 業したのが昭和35年 の ことで ある

か ら、イ ンター ン実地修練 を終 えて一母校の精神科 に

人局 を許 されてか らIFい もので36年 が過 ぎて しまっ

た,,昭 和51年 に本学 に赴任 して新 しい精神医学講座

が スター トした時 は、森田昭之助教授の ばかに3名

の教官 と1名 の女性 事務官の計5名 とい う小 さな世

帯であ り、tfえ られた狭 い部屋 に雑居す る生活で あ

っ鵡、

思 えば、茶道 具や電 気7ドッ トな どを自宅 か ら持 ち

寄 り、や がて始 まる系統講義の準備 に終 日専念す る

ことがで きた生活 が意外 に楽 しか った記憶 と して残

ってい る、,それか ら21年 間、 多数 の先輩の 方々にx

え られ、年々入.局して くる若 い仲 間達 と11:に精神医

学 を じっ くりと学ぶ ことが出来た幸せは、私の65年

間の 人生におけるflを高の思 い出であ る。 そ して、許

され るならば、生 まれ変わ りの人生で もこの旭川医

大精神科で勉強 した いと思 う,、

さて、私 は、臨床面で も研究領域 でも初老期 ・老

年期の精神障害 に関心 をもち続 けて今 日に至 ったが、

その研究成 果を問 われると恥 じ入 るばか りで ある。

それに して も、私の学位 論 文のテーマで あった神経

細胞内 リポフ スチ ンの成因、超微 形態 、分解 または

排出機序 、加噛令とn:に 蓄手責され るリポフ スチ ンがヒ

トや動物 の知r+勺機能 にいか なる影響 を与 えているの

か等 々、 イ{明の点 が何 と 多いので あろ うか、、それだ

けに、リポフ スチ ン研究 も含めて初 老期 ・老年期の

精神障害(特 に痴呆)の 神経病理学的基盤 につ いて

の興味 は尽 きるところを知 らない。 もちろん、臨床

痴呆学 の発達 にも期待すべ きところは きわめて大 き

い 、,

わ が 国 は 、 い う ま で も な く 匿 界 ・の 超 高 齢 社 会 で

あ り 、 昨 年9月 の 総 務 庁 の 資 料 に よ れ ば 、65歳 以 ヒ

の 高 齢 ・者 人 口 が 全 人 口 の15.1%、 実 数 に し て1,900

万 人 に達iし た 。 よ く知 ら れ て い る よ うに 、65歳 以 ヒ

の 人 口 の 約5%が 軽 重 さ ま ざ ま な 程 度 の 痴 呆 患 者 で

あ る か ら 、 そ の 治 療 対 策 の 確 、`ノ1は焦 眉 の 急 で あ る が 、

薬 物 療 法 を取 り上 げ ぐみ て も、 厳 密 に い え ば 確 実 に

有 効 な 「抗 痴 呆薬 」 は 、 現 在 も世 界 各国 で 研 究 開 発

中 の 段 階 で あ る.幸 い に し て テ トラ ヒ ドロ ア ミ ノア

ケ リ ジ ン(タ グ リ ン 〉 が ア メ リ カ 、 フ ラ ン ス 、 ウτ国

教 授 宮 岸 勉

な ど で 認 口∫さ れ 、 そ の 後 、 第=の 同 効 薬 が 脚 光 を あ

び て い る が 、 そ の 評 価 が定 ま るの は ま だ 先 の こ と で

あ ろ う 、 し か も 、 わ が 国 で は ま だ こ れ ら の 抗 痴 呆 薬

はf吏1目す る こ と を許 され て い な い,,

痴 呆 を 早 期 に 発 兄 ず る た め の 診 断 基 準 も確 、ン1され

て い る と は い え な い が 、 そ も そ も生 体 老 化 の メ カニ

ス ム が イ・II月ゆ え 、 や む を 得 な い こ とCあ る、,に も か

か わ ら ボ、 今 後 の 痴 呆 対 策 と して 最 直,力点 を お くべ

帳こ と は 「痴 呆1'防 薬1の 開 発 で あ る と 私 は 思)、 ,

た と え.ば、 ア ル ツ ハ イマ ー 型 痴 呆 患 者の 脳 に い か に

激 し い 変 性 所 兄 が 兄 い だ さ れ る か を 長 年 観 察 し て き

た 者 の1人 と して 、 痴 呆 に 対 ナ る 現 在 の 薬 物 療 法 に

は 残 念 な が ら お の 一ボか ら限 界 が あ るk)に 思 うの で

あ る、、脳 循 環 ・代 謝 改 浮薬 を1月い た と して も 、 ア セ

チ1レ コ リ ン補 充 療 法 を 試 み た と し て も 、 現 況 とLC

は そ σ)効i哀 を 其月詩・し過 ぎて は な ら な い 、

こ の よ う な 観ICIか ら 、n一 ト フーノLロ ー ル 、 特 殊

な 合 成 化 合物 で'あ るOPC-14117、 あ る い は ロ イベ

フ チ ン な ど を 川 い て 、 脳 の 実 験 的 老 化 に関 す る ・連

の 動 物 実 験 を 行 っ て きた1、 そ しC、 こ れ か ら ち医 局

の 研 究 グ ル ー フ が こ の テ ー マ に関 心 を 寄 せ(精 力llく」

に取 り組 ん で ぽ し い と 願 っ て い る,

も)・ 一)、 か オ4て か ら'じバ ニ{岩め ぐい な が ら 、 さ ま

ざ よ な理 由 σ)た め に 実 現 ζトき な か っ た 計 画 が あ る,,

そ れ は 高 齢 者(特 に 痴 呆 患 者)σ)!㌔{門 病 棟 を,.xliた

い と い うこ と で あ',た.、 近 い 将 来 死 を迎 え よ')と し

て い る3虫居 高 齢 者 、 寝 た き り しり痴 塞 高 齢 者 、 慢 性 か

っ 難 治 性 の 疾 病 で 長 期 入 院 を 余 儀 な くさ れ て い る高

齢 者 等 々の 最 終 的 ケ ア は 、 末 期 の 癌 患 者 を 対 象 と 尋'

る ホ スピ ス ・ケ ブ と「司列 に 考 え る、1尺に は い か な い か

ら(トあ る

二 こ よて冬書 き」筐め て き て 、d!,自 身 ♂)ノk来 び)ノ」イく}且

を改 め て 気 づ か さ れ る 羽 目 に な っ た,,そ して 、 医 局

の 優 秀 な 若 い ス タ ッ フ が 「老1卜精 神 医 学 」/こ般 の 臨

床 白勺 ・x礎(1,J研'究 の,建捗 を 目才旨し てICL171て ほ し い

と'じ、・カ・ら原良うび)て阜.タ)る、

教 職 員 の 皆 様 の ご健 勝 と ご活 躍 、 そ し ぐ本 学 の ま

す ま'4の 発 展 を祈 念 し て筆 を お か せ(Fい た だ く,、心

か ら σ)謝意 を添 え て1
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退官 にあたって

脳神経外科学講座

昭和52年12月 旭川 に赴任 して19年 余 り平成9年3

月31日 で定年退 官 とい うことになります。思 えば永

い年月のよ うで もあ り夢の よ うに過 ぎた年 月で もあ

るよ うです。

旭 川医科大学脳神経外科 は平 成9年4月1日 で成

人式 を迎 えることにな ります。北 の国の真 っ白い雪

の上 にどの よ うにで も描 くことが出来たはずで あ り

ます が果た して旭川医科大学脳神経 外科 は どの よ う

に出来上 がったので しょうか。成 るよ うに しか成 ら

なかった と言 う思い とまだ何 とか成 ったのではとい

う思 いとが複雑 に重 な り合 います。

南の九州 か らな じみは整形外科の竹 光教授 のみ と

い う脳神経外科 と してはな じみのい ない土地で どの

よ うな教室 がつ くれ るか大 きな不安 を抱 えて赴任 し

たことで した。寒 さに関 してはアメリカでWisconsin

の一40度 を経 験 してい ましたので余 り心配 は して い

ませんで したが日本 での寒冷 地の状況 に慣 れない心

配 はあ りま した。

教室作 りには九州 大学 の北村勝俊教授(現 名誉教

授)と 北海道大学脳神経外科都留美 都雄教授(故 人

名誉教授)の 手厚い ご援助で5人 のfoundingstaff

を得 ま した。思 えば都留先生の ご厚意 なくして旭川

医大脳神経 外科は ありえなかった ともい えます。北

大出身の先生方で整形 外科の島教授 とい う九州大学

出身の先生 の教 えを受 け られた先生 が私 が九州大学

出身 とい うことで親 しみ を示 して戴 きましたが地域

医療 にとけ込 むのは容 易 とはいえませんで した。

昭和53年4月 か ら第一 外科(9階 東病棟)に 間借

り状態で診療 を開始 し、5月29日 に第1例 の手術 を

行 いま した。昭和53年7月10日 、10階 東病棟 の完成

に伴 い放射線科 と混合の脳神経外科 病棟 が開始 され

ました。それか ら現在 までひたす ら患者 さんのため

最良の医療 を目指 して きましたが記憶 に残 るものは

辛 い思 い出ばか りです。本 当に辛 いのは患者 さんの

方で あることは医師の宿命 といえま しょう。

昭和54年4月 には待望 の本学卒業生第1期 生4人

を迎 え、以後本学 卒業生46人 、他学出身6人 、総 計

52人 が入局 して、内29人 が専門医取 得、学位取得 が

18人 とい うのが教育研 究の成果です。臨床研修 のた

めには適 当 な施設 が必要です が、当初 は個 人病院 の

ご厚意 により何 とか体制作 りが出来 ま した。

新設医大 として関連施 設の確保 は絶対条件ですが
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教 授 米 増 祐 吉

ご支援戴いた病院のお陰でここまで成長できたとい

えます。教室の厚みが増 えるとともに国公、Zの病院

のご理解もえられるようになりましたが、いつ も教

室の体制維特と関連施設での研修の人員の配置に悩

む状態は続いています。診療に追われる状態から少

し余裕を持 って臨床研究の成果を期待出来るように

したいと思って きましたがなかなか期待 に添 えませ

んでした。

この様な状態でも地方会、北日本学会、全国研究

学会も主催 し、北海道の特徴を生かして、てんかん、

脳虚血の冬期セ ミナー等で旭川医科大学脳神経外科

の存在 を示 してきました。てんかんの実験的研究、

てんかんの外科手術、脳虚血の基礎的実験、頭蓋底

外科、脳腫瘍特に下垂体腫瘍、小児脳神経外科など

旭川医科大学脳神経外科の得意領域といえましょう。

特にてんかんの実験 と外科手術は国際的にも日本有

数と認められ、世界的に高名な研究者の講演 も旭川

で数回行われています。また小児脳神経外科学研究

会で小児のてんかん外科をテーマにとりあげたこと

は遅れている日本の現状に大いに刺激になりました。

てんかんの外科は今や世界的にも脳神経外科の主要

課題の一・つに帰 り咲 き、北海道では旭川医科大学で

しか行っていません。これからは日本全国各地域に

てんかんセ ンターを作っていくことも考えねばなら

ないと思 っていますが、小児科、精神科、生理学に

専門家を擁 している旭川医科大学の特徴 として育て

ていけば大学の生き残 りを支える柱になると確信 し

ております。脳神経外科がこの方向へのびていく夢

を旭川医科大学の皆様 に預けたいと思います。

旭川に米てから冬学会等で本州へ出かけると必ず

冬は大変でしょう、寒いでしょうと声をかけられま

すが、いっも北海道の人は寒 く暮 らしていません、

我慢すると命に関わりますから、本州のほ うが寒い

のを我慢 して暮 らしていますと答えて きました。雪

で車も動かないではないかとも言われますが、雪は

冬を明るくします。北海道 に慣れましたかと聞かれ

ると"雪 か嫌だな"と い う気分になるまでは慣れた

といえないのではと答えてきました。

雪はねがいい運動と思える間は"北 の暮 らしが大

好 きです"未 だ当分は旭川にいるつもりですので変

わらぬご厚誼のほどお願いいたします



ク フ
、
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柔 道 β立
口

医学科第3学 年 阪本 一剛

旭川医 大柔道部 は、2期 生の宮田先生 、小池先生、

石川先生 を中心 に結成 され ました。 当時 は武道場 も

なく、様 々なご苫労 をなさったそ うです。畳3枚 で

始め られ体育館 のす みでa,=3iiをなさっていたそ うで

かが、畳の下はコンクリー トで受 け身の たびに非常 に

痛 い思 い をな さっていたそ うです。チーム ワー クは

よ く、 人数は少 かったそ うです がラ ンニ ングなどの

体 力 トレーニ ング、 そ して教育 大まで 白転車 で出稽

占にい ってお られたそ うですUま た、今に至るまで

教育 大の片岡 先生にはご指導 を受 けています。

その後 、畳の数 も増 えてい き、今の トレーニ ング

室で練習 をす るようにな り、教育大の 方々に来 ても

ら うよ うになったそ うです、,

そして、その関係で今に至るまで続 いている教育 大、

旭 大、ll専 との四校 戦、北 大、札医 との こ校 戦、そ

ブラスア ンサ ンブル沿革

して清水での春学宿 も当時の先生方 が始 め られたそ

うです。

その後 、今 も続 いてい る夏合宿 も行われるよ うに

な り、十別の鷲 見先生の道場 に行 きご指導 を受 け、

厳 しい練習 なが らも精神 も技 も鍛 えられてい ます。

しか し当時は もっと厳 しか った らしく、今で も厳 し

い と感 じて いる我 々には想像 もっ きません。

現在、部員は6名 で、週3回 の練習 を行 ってお り、

人数 が少 ない分、密 な練習 を行 うよ うに心 がけてお

り、筋 力 トレーニ ングも組 みこんでい ます。 また練

習 が単調 にならないよ うに田丁道」易で ある高rui道上易・や

花咲道場へ行 き、高畑 先'振 藤田 先生の指導 を受 け

てい ます、、

今年 も有望 な部 員が入 りま したn顧 問で ある大木

先生の もとで 東医体のL位 人賞は もちろん、ai'"iを

通 じて精神 を鍛 え、より ・層練習 に励 んで い きたい

と思 って おりますので ど うぞこれからちよろ しくお

願い致 しま 申。
一 一

一一_」

医学科第3学 年 斉藤 亜呼

ブラスアンサ ンブルは現 在吹奏楽団 と して活動 し

てお り、約30名 の部 員が在籍 してい ます。創 部 され

た'li時は 文字通 り金管 バ ン ドと しで活 動 をしていま

したが、年 々部員が増加 し、木管楽 器奏 者が加入 し

たこともあ って、次第 にビ ッグバ ン ドか ら吹奏楽へ

とその演奏形態 を変化 させて きま した。

現在行 ってい る演奏会は年 に4回 あ りますが、そ

の うちの 多くは初期の部 員で あった先生方の御努 力

でで きあがって きた もので あると伺 ってい ます、,中

でも市内の他 大学 と合同での ジ ョイン ト・コンサー

トは様 々な理 由か ら中止 されて いま した が、昨年3

年ぶ りに再開 され ました。大 人数で演奏す る機会が

少 なく、医学 部以外の学生 との 交流 もほ とん どない

私た ちには非常 に有意義 な演奏 会 とな りま した。 ま

た、 この他 に も病院の ロビーでの コ ンサ ー トや他の

音楽系サー クルと合同での 「/r_u楽のタベ」 などを行

っています、,

現在の私た ちの活動 は以fの よ うになっています

が、これ らの活動 を行 うにあた り、学生時代 にブラ

スの一 員と して御活躍 なさっていた先生方 に様 々な

面で御指導 ・御援助 を頂いて います。2年 に1度 開

かれ る 「C)B演 奏会」で は、OBの 先生方 と私た ち

が合同 で演奏 させて頂いて います。毎回、大曲 を1

曲ずつ演奏 して いますが、,;:y楽を愛す る心はいっ ま

で も変わ らないのだ と実感す る演奏会で もあります,,

さて、私 たちの現 在の悩 みは部 員不足 とそれ によ

る楽器編成の偏 り、それに楽器の老朽化です。部 員

不足は無理 な勧誘 を行 わないせいもあ りますが 、楽

器の不足は部員の"個 人持 ち楽器"に 頼っている面があ

ります。 しか し、この ような状況 で も、部 員ひと り

ひと りが音楽 が好 きで集 って きたわけで、 醇楽の楽

しさをよく知 っています。私たちはこの こaの 楽

しさご をこれか らもよ り多くの人々に演 奏 を通 じて

伝 えてい きたい と考えてい ます,,

H
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講 師 紹 介

ふ じ もと かず ひろ

氏 名 藤 本 一 弘

所 属 集中治療部

出身大学 旭川医科大学

ひ と 言

集中治療部は新 しい部であり創設期としての不安は

ありますが、麻酔科蘇生科時代に学んできた急性呼

吸循環管理の知識、技術 を活用 して病院全体の利益

のために努力する所存でおりますので、どうぞよろ

しくお願い致 します。

あか ま やす ゆ き

氏 名 赤 聞 保 之

猛 盟身大塁灘 総
勤 ひ と 言

現在は主に丁術室 にて臨床麻酔 にたずさわってお・ります。

年々多様化する手術術式、複雑化 してゆく患者監視モニ

ター、手術患者の高齢化など私たちに与 えられた課題 は

大 きくなってゆきます。まだまだ未熟な点 も多く、諸先

牛方、関係諸機関の皆様にはご迷惑 をおかけすることも

多いと存 じますが、ご理解 ご協 力をお願いいたします。

曾
はや し ひろ あ き

氏 名 林 博 章

所 属 産科婦人科

出身大学 日本医科大学

ひ と 言

旭川医大大学院 に1979年 入学以来、早 くも約18年 目

を迎 えよ うと しています。二度 目の講師 昇任ですが、

前回よ りも少 し落 ちついて 日常の業務 を行 えそ うで

す。婦 人科腫瘍 を中心 に、一層尽 力致 しますので、

よろ しくお願い致 します。

曾
たか しお てつ や

氏 名 高 塩 哲 也

所 属 放射線科

出身大学 旭川医科大学

ひ とh

第一内科 を経 て放射線科へ人局、 このたび本職 を拝

命 しま した。諸先生か らの御指導、御鞭握のほ どよ

ろ しくおねがいいた します。

研 究 室 紹 介
■ 医学部附属実験実習機 器セン ター ■

技術主任 宮川 清志

実験実習機 器セ ンターは昭和56年4月1目 に省令

施 設 として、前身の中 央研 究部か ら学内の教育、実

習、研究のための共同利用施設 として誕生 して、15

年 目を迎 えた。セ ンター長は歴代4人 目の松嶋少二

教授(解 剖学第二講座)で 、 専任教官の田中助教授 、

宮川(技 術主任)、 日 ド部 、鈴木 、阿久津、千葉 の

5技 官 と菅井事務補助 員、武井技術補助 員 を加 えた

9名 の人員で ある。

専任教官の田中助教授 はセ ンター長 を補佐 し円滑

な管理 ・運営 に務 めて いる。一 方で は、学部 、大学

院学生への医用生体工学の講義及 び実習の他 、NM

R医 学の分野 では学内研究 者 との積極的 な共同研究

も進 め、また海 外で も講演 など、国際交流 も行 って

いる。宮川、 日下部 、鈴木、阿久津、千葉の5技 官

は機器類の 日常の整備 ・管理 によって共同利用施 設

としての円滑 な機器運営 を行っている。 また、多様化

す る研究内容 に対応出来 るよ うに、各技官 は研修 会

や、セ ンター長会議の技官専門分科会での技術 成果

の発表、また、生理学技術研究会などへの参加により

技術の習得 に努めている。菅井事務補助 員は、受付

・事務全般 、武井技術補助 員は、ア ミノ酸 ・化学 部

門 を担当 している。

ここで主 な機器 を紹介す る。1階 には電子顕微鏡 、

超遠心機 、工作室、電 子 スピン共鳴装置、質量 分析

計、核 磁気共鳴装置 、2階 にはアミノ酸分析計 、自記

分光光度計、高速液体 クロマ トグラフ ィー、血 液 ガ

ス分析装置、原子吸光 光度 計、共焦点 レーザー走査

蛍光顕微鏡 、3階 には計算機 、画像解析装置、カテコ
ールア ミンアナ ライザ ー、ポ リグラフ、軟X線 装置 、

細胞解析分取 装置、4階 にはフォ トセ ンターがあ る。

学内 にお ける共同利用研究施 設 としての利用者へ

の幅広いニーズに答 えられ るよ う、努 力いた します

ので、今後 とも宜 しくお願いいた します。
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平成8年 度 1 年 の あ ゆ み

甲

悪

恕1

'F成8年 度医学科入学式(於 体育館)

〔新 人生100名(う ち女子学生29名)〕
イリ

〆解 蟷 ・.4

鯛醸●
嶋

、 へ く
刈い .◎ ひ

層11蝋

4

医学科入学式

131[」 十ξ成8年 度 看護学科 人学試験

15-1611

医学科新入生研修(於 第1・・4セ ミナー室)

19日 医師国家 試験 合格発表

(本学 合格 者91名 、合格率89.22%)
'r成8年 度看護学科 κ1乏試験 合格 者発表

25日/尾 成8年 度看護学科 ノ＼学式(於 体育館)

〔新人生60名(う ち女f学 生56名)〕

画
看護学科入学式

23U看 護 学 科 新 入 生 研 修(於 第5セ ミナ ー 室)

5N31H--6月2H

第221ロil矢大 劣冬

(テ ー一一マ:『 失 わ れ た ミ意 志 、を 求 め て』)
延

鳥
ター

、

　げ

縄樋

唾灘
一 一一

医 大 祭

圃
28日 博士学位記授与式(於 第2会 議室)

(博十学位記被授 与者8名)

匝
1-.14日

第43回 北 海 道 地 区 大学 体 育 大 会

当 番 校:帯 広 畜 産 大 学

本 学 参 加 種 口:陸r競 技(男 女)、 準 硬 式

野 球 、 バ ス ケ ッ トボ ー ル(J7女)、 バ レ ー

ボ ー ル(男 女)、 卓 球(男 女)、 剣 道(男)、

弓 道(男 女)、 ハ ン ドボ ー ル

成 績:第3位 準 硬 式 野 球

卓球(女)

総 合 成 糸責:男 子・16位 、 女子13位

7--8月

第39回 束 〕 本 医 科 学 生 総 合 体 育 大 会 夏 季

大 会

主 ∫酋イヒ孟…季交:ll本 人こ学

本 学 参 加 種 目:陸L競 技(男)、 準 硬 式 野

球 、 テ ニ ス(男 女)、 ソ フ トテ ニ ス(男 女)、

卓球(男 女)、 バ レ ー ボ ー ル(男 女)、 バ

ド ミ ン ト ン(男 女)、 サ ッ カ ー 、 バ ス ケ ッ

トボ ー ル(男 女)、 柔 道 、 剣 道 、 弓 道 、 空

手道 、 水 泳(男 女)、 ゴ ル フ(男 女)、 馬

術 、 ハ ン ドボ ー ル 、 ラ グ ビ ー

成 績:第31立 バ ド ミ ン トン(1!1)

バ ド ミ ン トン(女)

第4位 弓 道

卓 球(女)

圃
9日 ・1勺∫1ζ8年度 糸内骨 ∫k(hA本"j身ll内'Ill・'卓:)

8・10月

第30回 全1体 医 科 学 生 体 育 大 会 モ座 決 定 戦

主 管 校:金 沢 医 科 ノく学

成 績 二第4位 弓 道

團
4日ffi>育 メく∫ミ 〔弓乏ノL」三f崔)

競 技 種 目:綱 引 き 、 卓 球 、 バ ド ミ ン ト ン 、

バ ス ケ ・ノ ト ボ ・一ル 、 げ ソ カ ー

一10一
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1

織、

25日 平成8年 度解剖体慰霊式(於

体 育 大 会

体育館)

浄 帰'』

一

＼ 菰
J'冗栖

〆 螂 、縣
r、'へ

解剖体 慰霊 式

30目 博L学 位 記授 与式(於 第2会 議室)

(博 上学位記被授 与者5名 〉

匝
1--31目

・}な成8年 度 公 開 講 座

「酒 の 功 罪 と1建康 」

U念己ほ
μ学本甲

公 開 講 座

圃
19,-20日

スキー教室(於 北大雪 スキ ー場)

講師4名 、厚生補導 委員 会委貝、参加学

生19名

・
鍵リ

キ

し

し

ぎ

翻
」

スキー教室

25日 博士学位記授 与式(於 第2会 議室)

(博上学位記被授 与者6名)

12--3月

第39回 東li本 医科1,_/}一総合体 育大会冬季

大会

t管 代 表校:日 本大学

本学参加種 目:ス キー(男 女)、 アイスホ

圃
ッ ケ ー

18～19日

画

'1る成9年 度大学 入学者選抜 大学 入試セ ンタ

ー試験(本 学 会場820名)

13日 平 成9年 度 大学院入学 者選抜 試験

25日 平 成9年 度第2次 試験IEiQ期[程)

甲
6〕

7日

IZfI

21日

25日

平成9年 度大学院入学者選抜試験合格者発

表

平成9年 度第2次 試験(前 期 日程)合 格者

発表

米増教授最終講義

宮岸教授最終講義
'r成9年 度第2次 試験(後 期 日程)

宮岸教授、米増教授歓送式

平成9年 度第2次 試験(後 期 日程)nn格 者

発表

平成8年 度学十学位記授ワ式(於 体育館)

(学上学位記被授与者96名)

博十学位記授 与式(於 第2会 議室)

(博上学位記被授与者21名)

11



学 内 ニ ュ ー ス

スキー教室が留学生 を

交 えて実施 される

去 る12h1911(木)-20日 爾 の両 目、恒例 の スキー教

室 がiヒ大勺㌃スキー上笏てト実方苞され ました。

外国人留学生7名 を含む19名 の学生の参加 を得 、

昼は講習、夜には講師 及び外国 人留学生を囲んでの懇

親 会と、楽 しいひと時 が瞬 く間 に過 ぎて行 きま した。

初めて スキーを履いた参加 者も、帰 るころには スi
I

キ ー の 扱 い に か な り慣 れ 、 有 意 義 な2fl間 と な っ た;

ようです。(牲 課刈 1

鶴

嘱

5

㌔
1
ー

腸

々

転
r

`

一一 一一一 一 一 一 一一 一一 一一 一一 一一 「

入 院 患 者 さ ん と 旨

ク リ ス マ ス コ ン サ ー ト

室内含奏団 ・nn唱部によるクリスマスコンサー ト
1

が 、12月15日([)と22日(日)そ れ ぞ れ 病 院 ロ ビ ー で 行 わ1

れ ま した 、,

こ の コ ン サ ー トは 、 日 頃 の 練 習 成 果 を発 表 す る と 1

ともに、人院生活 を送 っている患 者 さん に クリスマ1

スの雰囲気 を味 わって もらお うと、 この時期毎年企

画 されてい るものです,,

ロビーでは、患 者さん などた くさんの方 々が、 ク

リスマ スソ ングな どに耳 を傾 けてい ました。

(学生課)II

隔縢■■

畷

甲
ー

斗
緩

粋

i「 新歓合宿」のお知 らせ

新入生歓迎実行委員会

毎年大好評の 「新入生歓迎合宿」 を、今年 も4月

12、13日 に行 うことになりました。

f定 されている内容は次の とおりです,,ま ず学内

で は、各 クラブの紹介、学内め ぐりなどがあります。

特 に、 クラブの紹介は見 ものです。 うちの学生のほ

とん どが どこかの クラブに所属 していて、各 クラブ

が、強烈 な印象を与えよ うと試行錯誤 しています。

その 後 、神居 観 光ホ テ ルに移動 して、 グループご

との先輩方 との 交流 会、自己紹介 を含めたゲーム、
　
1ク ラブ歓誘 が行 わ れ、最 後 は 】年生 だけの時間 と

{な り ま す,、新 し い 友 と飲 み 明 か し、 語 り明 か し、 大
[

学生活の最初の有意義 な時間 を過 ごせると思います、、

1毎 年、ほぼ全員が参加 してい るので、今 年も新 入

生全員が楽 しめるよ うに、r.級 生共 々、心 より新 入

生の参加 をお待 ち してい ますC、
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20歳 以上の学生の国民年金

1へ の加入についてI
I国 民年金法の改il:に伴 い、大学 に在学す る学生 で

旨20歳以上の 者は、'杓」父3年4月1目 か ら国民年金 の
I
I被 保険 者(当 然加 人)と して適 用を受 けることにな

りまし鵡,

従来、学生 については、20歳 以後在学中 に障害 者

とな一った場 合、国民 年金に加入 して いない限 り障害

基礎 年金 が支給 されず無年 金となってい ました,,ま

iた 、基礎 年金制度は、原則 として、20歳 か ら60歳 ま

1で の40年 間加入す ることを前提 に満額の老齢基礎 年

「金 を支給す ることとされてお り、平成3年4月1[

か らは、学生であ って も20歳 以」二の 者は全て国民 年

金に加 入 しなければな りません、、

なお、国民年金への加 入の 手続 き、保険料の納付

方法及 び保険料 の免除等の詳細 につ いては、住民票

を登録 して いる市区町村の国民 年金担当窓 ロへ直接

問い合わせ くだ さい。

1
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平成9年 度 前期分授業料免除
及び延納 ・分納について

平成9年 度前期分授業料 免除及 び延納 ・分納 を希

望 す る学生で、下記基準のいず れかに該 当す ると思

われ る学生は、教務部学生課厚生係で必要書類 を受

け取 り下記の期 間内 に申請 して下 さい。

なお、 申請者 につ いては、選考 の間授業料の納入

を猶予 します。

また、不明 な点 は、同係 に問い合 わせ願 います。

記

1,授 業料免除基準

(1)経 済的理 由によって授業料 の納付 が困難であ

り、かつ、学業優秀で あると認 め られる場 合

なお、平成9年 度 において原級 に留置 されて

い る者又は、最短修 業年限 を越 えて在学 してい

る者 は、免除の対象 と しない(休 学の理 由 によ

る者 を除 く。)

② 授業料納期前6ヵ 月以内(新 入生 につ いては、

入学前1年 以内)に おいて学生 の学資 を主 と し

て負担 してい る者(以 下「学資負担者」とい う。)

が死亡 し、又は本人若 しくは学資負担者 が風水

害等の災害 を受 けた ことによ り、授業料の納付

が著 しく困難で あると認め られ る場合

(3>(2)に 準ず る場合で あって、学長 が相 当と認 め

る事由 があ る場 合

2,申 請書類

(1)授 業料免除申請書

② 学資負担者 が死亡 した場合 は死亡診断書(写)

(3>災 害 を受けた場合は罹 災証明書(市 区町村 、

警察、消防署 が発行 した もの。)

(4>市 区町村発行の所得証 明書(給 与所得 者 につ

いては、平成8年 分の源泉徴収票 を、給 与所得

者以外 について は、平成8年 分 の確 定 申告書(一

面 ・二面)等 の写 し(生 計を一 にす る家族 全員

分)を 、 また、学資負担者 が死亡 した場 合は、

死亡前の所得証明書 を併せて添付す ること。)

(5)失 業者は、民生委員 又は職業安定所の証 明書

(6)生 命保 険金の 支払 い を受 けた場 合は、当該保

険会社の保険金支払証 明書

(7)家 族 の中に就学者がい る場合 は、 その者(申

請者本人及 び義務教育 の就学者 は除 く)の 在学

証明書

(8)そ の他家庭事情 によ り参考 となる証 明書等

3,申 請期 間

(1)在 学生 平成9年2月20日(木)

～3月31口(月)

(2>平 成9年 度人学生… 平成9年4月11口(金)
～4月21日(月)

平成9年度 日本育英会奨学生の募集について

日本育英会 は、優秀 な学生 で経済的理 由のため就

学困難 な者 に学 資を貸与 してお ります。

本学では、 日本育英会 からの推薦依頼 に基 づ き、

出願者の種 々の条件 を考慮 して選 考を行 い、 日本育

英会へ推薦 します。

ただ し、 日本育英会では奨学金 貸与の種別 ごとに

推薦基準 が定 め られて お り、その資格 があって も採

用枠の関係 で推薦で きない場 合があ ります。

奨学生の募集要項 を、4月 上旬 に公用掲示板 に掲

示 しますので、貸与 を希望す る学生 は、提 出期限 に遅

れないよ う所定 の書類 を教 務部 学生課厚生係 に提出

して くだ さい。

なお、募集 の時期以外 に家計の急変 によ り、学資

の 支弁 に困難 な事情 が生 じた場合 は、同係 に相 談 し

て くだ さい。

学生教育研究災害傷害保険の加入について

本学は、学生の正課中 ・課外活動 中 ・通学中お よ

び大学の授業等、学校行事 または課外活動で施設 間

移動 中における災害事故補償 のために 『学生教育研

究 災害傷害保 険』の賛助会員大学 とな り下記 の とお

り加 入受付事務等を行 ってい ます。

本保険 は、学生の互助共済 を基本 と して運営 され

てお り、学生生活 中の 万一の場合 に備 え、で きるだ

け全員の加入 を勧 めています。

なお、平成8年4月 よ り通学 中等傷 害危 険担保特

約 が付帯 されま したので加人 を希望す る学生は教務

部 学生課厚生係 に申 し込んで くだ さい。

記

1

ウ
臼

0
0

受 付 期 間 自 平成9年4月14日(月)

至7`一 成9年4月30日(水)

受 付 窓 口 教務部学生課厚生係

保険料(通 学中等傷害危険担保特約含 む)
6年 間

5年 間

4年 間

3年 間

2年 間

1年 間

4,300円

3,750円

3,100円

2,400円

1,650円

950円

(900円)

(800円)

(650円)

(500円)

(350円)

(200円)

()は 通学中等傷害危険担保特約保険料分

4.支 払 い保険金の種類 と金額

＼ 止 課 中

学校行事 中

学 校 施 雌 内 の 休 憩 中'YfR施 設内外の諏外活動中

(学校施設外の課外酒動中
ついては、大学に届出た摺
動に限 る。)

死 亡 保 険 金 1,200万 円 600万 円
一

後遺障害保険金 54万 円 一一1,800が 円 27万 円 ～900万 円

医 療 保 険 金

実 治 療 口数4日

以 上 が対 象

6イ ・円一一30万 円

実 治療 日数14日
以 上が対 象
3万 円一一30ii円

人 院 加 算 金
一 一 炉一

1目 につ き4,000円 1r1に つ き4,000円
一一舶}一}

通学中等傷害危険担保特約

凝 通 学中、大学の授 業等、
学校 行事 または課外活動
で施 設nn移 動中

死 亡 保 険 金 600万 円

後遺障害保険金 27万 円 一900万 円

医 療 保 険 金
実治療U数14口
以Fが 対象
3万 円一30万 円

入 院 加 算 金 1日 に'」 き4,000円

一13一
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学生団体の設立・継続届 について

平成9年 度 において、新 しく設 立 しよ うとす る学

生団体 、も しくは活動 を継続 しよ うとす る学 生団体

は、4月30日(水)ま で に設立届 また は継 続届 を学生係

に提川 して くだ さいQ

なお、継続届 の提 川がない学生団体 は、解 散 した

もの として処理 しますので注意 して ドさし㌔

(学 生課)

教 官 の 異 動
辞 職96,12,31内 科 学 第 ・ 助 教 授 山 下

昇 任97.2.1皮 膚 科 学 助 教 授 橋 本

〃97 .2.1放 射 線 科 講 師 高 塩

〃97 .'L.16整 形 外 科 学 教 授 松 野

〃97 .2.16解 剖 学 第 一 教 授 木 山

裕久

喜夫

哲也

丈夫

博資
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李 康 弘
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学 者 の 純 真

先 日 、 テ レ ビ を7Lて 、 フiル マ ー の 最 終 定 理 が 証

明 さ れ た こ と を知 っ た 、,フ ェ ル マ ・一は17世 紀 フ ラ ン

スの 数 学 者 で 、f皮の 最 終 定 理 と は 以 ドの 如 く で あ る,,

xn十vn-zn(n≧3)を 満 た す 自 然 数

解X,y,zlよ 存 在 しな い 、,

フ ール マ ー 白 身 は こ の 定 理 に 関 し、 「私 は 真 に 驚

くべ き証 明 を 発 見 し た が 、 そ の 証 明 を1cnく に は 、 こ

の 余 白 は 狭 す ぎ る。 」 と い う謎 め い た 走 り書 き を 残

した ま ま 死 ん で しま っ た 、。従 っ て 、 フ ェ ル マ ー の 最

終 定 理 は 実 は 定 理 で は な く 、 予 想 で あ っ た 。 予 想 の

内 容 自 体 は 誰 に で も理 解 で き る 。 と こ ろ が 、 多 くの

大 数 学 者達 が300年 以Lに も わ た り 、 フ ェ ル マ ーr

想 の 証 明 に 取 り組 ん だ に も か か わ らず 、 予 想 は 予 想

の ま ま で 、 定 理 に は 成 ら な か っ た 。

20世 紀 末 、 こ の 予 想 を 真 の 最 終 定 理 に 昇 格 さ せ た

人物 は 、 ケ ン ブ リ ッ ジ大 出 の 、 痩 せ ぎ す で 、 冴 え な

い 風 体 の 男 だ っ た 、,彼 は 、 さ る テ レ ビ局 の イ ン タ ビ

コ.一に お い て 、 証 明 の き っ か け と な る イ ン ス ピ レー

シ ョ ン を得 た 談 に な る と 、 に わ か に 声 を つ ま ら せ 、

鼻 を 赤 ら め'Sorry;と 言 っ て 目 頭 を押 さ え た 。 私

も 危 う く も ら い 泣 き しそ う に な っ た 、,何 し ろ純 粋 に

兄 え たn

フ 上 ルマ ー の 最 終 定 理 が 証 明 さ れ て も 、 世 間 に は

何の影響 もない。 事実 、証明以前 に相対性理 論 も、

1一ノJ学も完成 した し、人類は 月面にす ら、レ1った。

しか し、あの痩せ ぎすの数学 者の涙 に心動 かされな

い者がい るとす れば、その 人は学 者には向いていな

い。 ギリシアの哲人の例 を挙げるまで もな く、学問

の起点 には純粋 な1知 」への志向 があるべ きだ,

近年、我 々の研究 分野で ある生命科学は、一・見 構

々 しく、学問進歩の象徴の よ うに もJLえ る、,年間に

発 表され る論Xの 数 は 文字通 り無 数で あ り、他の自

然科学 分野 に比べ、研究 者数 も極端 に 多い,、だが、

この状況 に危惧 を感 じているのは私だ けだ ろ うか,

ある研究 グルー プが金 と人力にもの をい わせ、新 し

い遺伝rをiit離 す ると、その情報 は瞬 く間 に世界を

駆 けめ ぐる、,有名無 名の研究 者が、ハ イーLナの如 く

こぞって その遺伝'に 群 がる。新 しい仮説 もな く、

純粋 な動機 もな く、なかば自動的 に同 じ遺伝子 に関

す る同 じ研究 を始 める、,数年 も経つ と、 その遺伝f

につ いて はも うや ることがなくなるので、次 の遺伝

子に乗 り換 える。要す るに、人よ りも早 くデー タを

出 し、なるべ く評判の高い科学雑誌 に論 文を載せる

だけの勝負であ る。独創性 は資金 力と速 さに、動機

は点 数稼 ぎにす り替わって いる、,これは もう学問の

バブルで ある、,

フェルマーの最終定理 を征服 したあの男 は、証明

に7年 間 を費や した。 その間に論 文は ・つ も川なか

ったとい 旗,小 学生の頃か ら既 にフェルマ…の定∫lil

を意識 していた らしい。 まさに純粋だ,、惚 れた、、こ

んな奴 が世 の中に居 るとすれば、俺 なんかf'然 駄 目

だ。恥ず か しい。 いったい 自分はど うして科学者 に

成 りたか ったのか。昔は確 かに汚 れなき科学少fトで

あった筈だ。 その純真 を今 ・度思 い出そ うと してい

る、,

(病理学第 ・講座 ⊥功孝娼受)
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